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44救命救急部における外国人診療の諸間題 45当病院における高齢者全身麻酔症例に
　　対する検討
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法務省のまとめでは昨年ll月1日現在，入国管理法
違反の不法滞在外国人は21万6399人であった。当
然ながら，東京は不法滞在外国人の最多居住地であ
り，特に不法就労を始めとする労働や福祉，住宅問
題などを内包している。同様に医療行政上も様々
な問題が顕在化している。医療現場における問題
点は言語，宗教の違いも去る事ながら，一番の問題
は医療費の問題であろう。救急医療，特に三次救急
においては本人の意志に関わりなく病院に搬送さ
れるため，とりわけ医療費の問題が生じる可能性が
高い。救命救急部の外国人患者割合を見ると平成
元年一2．5％，2年一3．0％，3年一4．5％，4年は
3月末までに5．5％と増加傾向にあった。平成3年
1月1日から平成4年3月31日までの1年3ヶ月間
をみると男性一26人，女性一13人置計39人の外
国人患者が受診していた。平均年齢は36．5才と若
く，国籍は韓国，台湾，中国の順になっており，国籍
不明の2人をのぞき11ヵ国に及んでいた。疾患は
外因性一24例，内因性一15例であり，外因では薬
物中毒一7例，自損による刺創，転落一3例，内因
では潰瘍の穿孔，出血一3例と精神的不安定が基盤
にある疾患が44．8％を占めていた。この39例中，
始めから公的保険を有しているか社会福祉相談室
の努力により公的保険が得られた外国人を除く，自
費診療外国人は15例一38．5％であり，総医療費は
5550560円であった。原因，年齢構成に大きな変
化はなかったが，診療費未払い例は3例に認められ，
1779480円であった。都はこの春より行旅法を適
応することにより診療費未払い例は減少すると考
えられるが，今後は言語，宗教などの問題が起こる
可能性が考えられる。
　199！年に厚生省が発表した国民衛
生の動向によると我が国の平均寿命は1
980年では男性73．35歳、女性7
8．76歳でしたが、それに対して19
90年では男性75．86歳、女性81．
81歳であり、それぞれ2．51歳、3．
05歳の延びでありました。また、20
20年には老年人口にたいして23．6
％になると推測されています。このよう
に平均寿命の延長により老齢化社会とな
りつつある現在、高齢者にたいする麻酔
経験：の機会も増加傾向にあります。そこ
で今回私達は、当院における75歳以上の
高齢者全身麻酔症例（以下高齢者全麻）
の推移に関して、1980年と1990
年の各1年間で比較検討し、以下の結果
を得ました。
　①75歳以上の高齢者全身麻酔症例数
　　は1980年から1990年の10
　　年間で2倍以上に増加した。
②緊急症例は10年間で1．5倍の増
　　加を認め、重症例も増加した。
　⑮術前の呼吸機能検査に異常を示す症
　　例では、拘束性障害の減少が著明で
　　あった。
④麻酔時間は長くなり、特に6時間を
　　越える症例の増加は著しかった。
⑮術中に循環：器系の合併症をきたす症
　　例が約半数に認められた。
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